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「COVID-19�⾯下のSDGs局在�に向けた脱�
�・��都��の構築」

�師 武内 和� �（地���戦略研���
（IGES）理事�)
https://www.iges.or.jp/en/about/staff/takeuchi-kazuhiko
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�等研��（UNU-IAS）�員�授)
https://unu.edu/experts/kensuke-fukushi.html
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SDGsを達成し，気候変動に関するパリ協定を遵守することができ
るよう，わたしたちの社会が持続可能な社会に転換するためにはレ
ジリエンスを発揮する能⼒を⾼める必要があります。富⼭⼤学で開
催されるこの国際会議においては，SDGsの達成に向けてどのよう
な転換システムが⻑期にわたるレジリエンスを構築できるかを世界
各国の専⾨家とともに対話します。
第⼀⽇⽬は，我が国を代表するサステイナビリティ学の牽引者によ
る特別講演を⽇本語でご⽤意しています。⼆⽇⽬は，世界4⼤陸12
カ国から集まった専⾨家が，環境変動下のレジリエンスに着⽬した
⾷料システムの転換，⽔資源の持続可能性とレジリエントな社会へ
の転換，⽣態系管理のための社会⽣態学的転換という３つのテーマ
で討論を⾏います。
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◀�zoom参加申込

会場：⼯学部棟多⽬的ホール
⽅法：ハイブリッド
⾔語：⽇本語
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